
≪子どもを認めて、褒めて、価値づけて≫
本年度の重点目標 ○人の話に耳を傾け、自分の考えを表現する子ども

○友達の思いや自分の思いを大切にする子ども
○体を鍛え、健康的な生活をする子ども

　　・会議の効率化　・定時退校日　･計画年休　　

(４) 特別支援教育の充実

　②自校方式給食や地域のよさを生かした食育及び
　　児童の安全確保・安全教育・防災教育の推進

・特別支援教育の視点から学級経営を学ぶ研修

・防災教育（訓練）の充実

・あいさつ運動、学びのスタイルや学習習慣の徹底

　③学校の掃除文化・縦割り班掃除除
　（黙って、静かに、時間いっぱい）の継承

②「小郡市子どもの共育１0の実践」の推進

・地域の「人・もの・こと」の活用と土曜授業の充実

①小中連携の継続･定着･発展

 　①学校課題を中心とした研修の実施

　（５）高い専門性と豊かな人間性を備えた教職員の育成と

　②学習規律の徹底
　　「学習の７つ道具」「机の上はすっきりと」

　「シンプル・ビジュアル・シェアでわかる･できる授業」

・特別活動の充実

　(３)健やかな体の育成 

　⑤キャリア教育の年間指導計画に沿った実践

　 ②教職員が子どもと向き合えるような環境づくりと

　　メンタルヘルスの推進

・｢障害者差別解消法」の更なる研修と実践

　　　　　　　　　　　　教職員が子どもと向き合える環境づくり

( ６) 地域に開かれた特色ある学校づくりの推進

　①日常の授業改善　

(２)豊かな心の育成

②教職員の人権意識・感覚を高める研修の
　積み上げによる人権・同和教育の推進

　（１）確かな学力の育成

①日常指導で規範意識・道徳性の向上

③いじめ・不登校の早期発見・早期解消を図る
　組織的取組の推進

・規範意識は日常指導で、道徳性は重点指導で

　③個別指導や補充指導の工夫
　　「パワーアップタイム」「少人数指導」

　④朝の活動の効果的活用
　　「朝の読書タイム」「立石検定チャレンジ週間」

・人権カリキュラムの実践と修正
・「部落差別の解消の推進に関する法律」の研修

　　・超勤削減の具体的検討 ・PTAと連携した｢親子でトライ！立石っ子の９年間｣の実践

　・サーキット運動、一校一運動、体力アップシートの活用
②一人ひとりの教育的ニーズに応じた継続的な
　特別支援教育の推進

①特別支援学級における指導内容の充実　　　  　①バランスのよい体力と健康の自己管理能力の育成


